



Biological Rhythms of the Driver and Walker 
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　子ども関連の54件より表11を作る。又，この期待日数百分比より，54件より，期待件数の表12
を作ることができる。この表11と表12とで，x2による適合性の検定を行う。
表11実 数
策
一
者
要馳日
普通日
表12期 寺 数
第 者
要日1普卸
14一
8
22
13
12
25
27
20
47
第二者
要　日
57．20
普通日
42．80
100％
第 者
917．　8。易障2塁。易
26．884
　×57．8
　＝15．539
20．116
　×57．8
　＝11．627
47×57．80
　＝27．166
26．884
　×42．20
　＝11．　345
20．116
　×42．20
　＝8．489
47×42．20
　＝＝　19．834
100％
47×57．20
　＝26．884
47×42．80
　＝20．116
47件
。・＿（15・539＝14）2＋（13－11・345）2{（11・627－・8）2－＋（12－8・489）2
　　　15．539　　　　　　　11．345　　　　　　　11．627　　　　 　　　　　　　8．　489
　＝0．15一ト0．24十1．13→－1．45＝2．98
clf　＝　（2－1）　　（2－1）　＝1　　　　　　x2　（0．05）　＝　3．841，　　（0．10）　＝　2．706
　故に要注意日が，第一者又は第二者にとり普通日と比べ統計的に有意な差があるとはあまり認
められない。
4　結 果
　資料（註2（1））において，白井氏は，　「PSI理論」による要注意日が，交通事故と大きな関
係があるように統計を作っておるが，私の3の（3＞の（i）（ii）（iii）及び（4）の（ii）に示したよう
なκ2検定による適合度の検定では，何つれも要注意日が事故者にとって統計的に有意な関係が
あるという結果はでなかった。しかし（4）の（i）で，年間資料の件数を，48年1月のみの描出の平
均を使って行った検定では，要注意日と普通日とが事故者にとり統計的に有意差のある関係にあ
るということは認めうる。但し年間のものを1月いう1ケ月間の平均を使ったことを注意しなけ
ればならない。
　又資料として他の月の1ケ月分で，（i）（ii）（iii）などを試みる必要があろう。
　　（統計について当大学の前田助教授の御指導をうけたことをここでおことわりしておきます。）
27（資料）スムと交通事故リオハイ
罎露鍵
禅畷繋華押
欝
盤碗サ年
ヤメ　　
@　
w久
繍難蹴
懇
懇懸灘
懸騨翼
　　、、“鍵“㌦e
馨鰍懇謹黎黛
姦喫
議
声　懸・筆覇　ー嫌
継，島㌔鞭警
雰茂
　莚ミ尋鉱
畷醸
食勤壁オ減鶏
♂1鍵
“”－Whv＾
鞍燃徽癖
鰐
総
幽
至護 轡叢
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@盧
謙葬暴懇謬難
㎞』聖、
ム艦
趣藻
　酬粥離
　　≧飢、
留
　　《M　　醐，
eT
為
霧転
脇
醸
％e　“g
艶罐
年ギ
レ　騙触
羅暴縫蔓
繁灘藷サh識
舞憾愚r蚤
瀞潮硝
鍵、，茎
蜘醐噸
轍鮎蕩
道（1）
継報聾
螺
襲鱗響鎌
ズムと関係つけられてのリオ運輸事故や学校安全管理かハイ
　醸鎌灘簿ノ底癬饗鑓
購霧欝撫 弊虻認　鳶嬉＞v動
蜘
媛．耀
塵璽凱
イ審
鱒撒灘磯遂壁
欝
勘
艶擬
　魂・
緊
PS笠嚢
懸．・
養蒙蕪lk
等雛鍵
e　弩亭　　nt　s
ザ鮎彗，
峯舞薯・騨轟
襲縷湛罎
講梅鉢
　　v餌｛瀬
、㌧ノぜt．
　　vthT帝
　　　＼L中
㌔。
鐸鳶舞難懲慧
鰐
、轟絆
　瀞緊・讐騨ゼ翻
ズムと関係つけられた報道（2）リオ事故等の対策安全管理がバイ
賛逼
㌶欝篤
箋毒∫憲簿
！§㌶～。
撫講ぎ｝
運
28 小林清市郎
繍糠報縮羅馨難
警察関係交通事故とバイオリズムとの関係資料
引用及び参考文献及び資料
註1（1）G．S．トーメン著白井勇治郎訳，バイオリズムの基礎i，日本バイオリズム協会（1971年）
　　（2）H．W．グロス著白井勇治郎訳，バイオリズムの理論，日本バイオリズム協会（1973年）
　　（3＞白井勇治郎著（チサンブック），バイオリズム，地産出版社（昭51年）
　　（4＞田多井吉之介著，ツキとポカの科学，　（明日の生活管理バイオリズム），日本バイオリズム研究所
註2（1）昭和48年新潟県下発生交通死亡事故バイオリズム分析表（幼児だけ描出した別冊あり）新潟県警本部
　　　　交通部交通企画課資料
　　（2）行動科学，バイオリズムによる自己管理，新潟県安全運転者協会，新潟県警察本部（45年）
　　（3）安全の鍵No．2新潟県交通安全協会
　　（4）「監督者」（月刊誌）第3巻1号，ダイヤモンド社（46年1月），あなたの強い日ヨワイ日白井勇治郎
註3（1）岩原信太郎著，教育と心理のための推計学，日本文化科学社（昭42年）
　　（2）同著，教育と心理のための推計学，世界社（昭27年）
　　（3）同著，新らしい教育統計ノンパラメトリック法，日本文化科学社（昭30年）
　　（4）岡田泰栄著，統計，新らしい数学へのアプローチ13，共立出版株式会社（昭43年）
